
（参考
さんこう

）研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

の取組
とりくみ

内容
ないよう

について 

講演会
こうえんかい

２件
けん

 

1 

人権
じんけん

を 考
かんが

える市民
しみん

の
つどいの

共 催
きょうさい

 

〔目的
もくてき

〕人権
じんけん

意識
いしき

の普及
ふきゅう

・高揚
こうよう

を図
はか

る。 

〔概要
がいよう

〕12月
がつ

4日
にち

から 10日
にち

までの「人権
じんけん

週 間
しゅうかん

」にあわせて、著名人
ちょめいじん

を招
まね

き、茨木市
いばらきし

人権
じんけん

センターや教 育
きょういく

委員会
いいんかい

と共 催
きょうさい

で講演会
こうえんかい

を実施
じっし

した。 

〔実施
じっし

日
び

〕12月
がつ

12日
にち

 

〔対 象 者
たいしょうしゃ

〕市民
しみん

 

〔参加者
さんかしゃ

〕282人
にん

 

〔テーマ〕みんな違
ちが

ってみんないい 

〔講師
こうし

〕オスマン サンコン氏
し

(タレント、ギニア日本
にほん

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

顧問
こもん

) 

〔場所
ばしょ

〕市民
しみん

総合
そうごう

センター(クリエイトセンター)センターホール 

2 

憲法
けんぽう

月間
げっかん

記念
きねん

講演会
こうえんかい

の開催
かいさい

 

〔目的
もくてき

〕憲法
けんぽう

第
だい

11 条
じょう

に定
さだ

められた永 久
えいきゅう

不可侵
ふ か し ん

の基本的
きほんてき

人権
じんけん

について､市民
しみん

の人権
じんけん

意識
いしき

の高揚
こうよう

を図
はか

る｡ 

〔概要
がいよう

〕憲法
けんぽう

月間
げっかん

(5月
がつ

)に著名人
ちょめいじん

を招
まね

き､人権
じんけん

に関
かん

するテーマで講演会
こうえんかい

を実施
じっし

 

〔実施
じっし

日
び

〕5月
がつ

24日
にち

 

〔対 象 者
たいしょうしゃ

〕市民
しみん

 

〔参加者
さんかしゃ

〕195人
にん

 

〔テーマ〕 私
わたし

たちはなぜ生
う

まれてきたのか？ 

 ～小 説
しょうせつ

「あん」でハンセン 病
びょう

快復者
かいふくしゃ

の人生
じんせい

を描
えが

いた意
い

味
み

～ 

〔講師
こうし

〕ドリアン 助川
すけがわ

氏
し

 (作家
さっか

) 

〔場所
ばしょ

〕市民
しみん

総合
そうごう

センター(クリエイトセンター)センターホール 

研修
けんしゅう

７件
  けん

 

1 

人権
じんけん

啓発
けいはつ

研 修 会
けんしゅうかい

の

開催
かいさい

支援
しえん

 

〔目的
もくてき

〕人権
じんけん

啓発
けいはつ

を推進
すいしん

する人材
じんざい

の育成
いくせい

 

〔概要
がいよう

〕茨木市
いばらきし

人権
じんけん

啓発
けいはつ

推 進 協
すいしんきょう

議会
ぎかい

による人権
じんけん

をテーマにした研 修 会
けんしゅうかい

 

〔実施
じっし

日
び

〕①10月 29日
にち

②11月
がつ

14日
か

③11月
がつ

27日
にち

 

〔対 象 者
たいしょうしゃ

〕市民
しみん

 

〔参加者
さんかしゃ

〕①36人
にん

②55人
にん

③34 人 

〔テーマ〕①いのちの大
たい

切
せつ

さを伝
つた

える②ひきこもり支援
しえん

の次
つぎ

へ～孤独
こどく

と孤立
こりつ

を 考
かんが

える

～③健
けん

常 者
じょうしゃ

～障 害 者
しょうがいしゃ

～アスリート 私
わたし

の過去
か こ

・現在
げんざい

・未来
みらい

(夢
ゆめ

) 

〔講師
こうし

〕①武
たけ

 るり子
こ

氏
し

 (少 年
しょうねん

犯罪
はんざい

被害者
ひがいしゃ

当事者
とうじしゃ

の会
かい

代 表
だいひょう

)②上村喜代
うえむらきよ

栄
え

さん（市子
し こ

ども若者
わかもの

自立
じりつ

支援
しえん

センターくろす 主任
しゅにん

カウンセラー）③木下
きのした

裕
ゆ

季子
き こ

さん( N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

日本
にほん

障 害 者
しょうがいしゃ

スポーツ射撃
しゃげき

連盟
れんめい

所属
しょぞく

 パラアスリート） 

〔場所
ばしょ

〕市民
しみん

総合
そうごう

センター(クリエイトセンター)302号室
ごうしつ

 

資料
しりょう

３－２ 



2 

障 害 者
しょうがいしゃ

・

高齢者
こうれいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

ネ

ットワーク

連絡会
れんらくかい

研 修 会
けんしゅうかい

の

開催
かいさい

 

〔目的
もくてき

〕障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

、障 害 者
しょうがいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支
し

援
えん

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

(平
へい

成
せい

23年
ねん

法
ほう

律
りつ

第
だい

79号
ごう

)第
だい

35 条
じょう

及
およ

び高
こう

齢
れい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

の防止
ぼうし

、高齢者
こうれいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
しえん

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

(平
へい

成
せい

17年
ねん

法律
ほうりつ

第 124 号
だい   ごう

)第 16 条
だい  じょう

の規定
きてい

に基
もと

づき、関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

協 力
きょうりょく

体制
たいせい

を整備
せいび

することにより、養護者
ようごしゃ

等
とう

による虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

、養護者
ようごしゃ

等
とう

による

虐 待
ぎゃくたい

を受
う

けた 障
しょう

害
がい

者
しゃ

、高齢者
こうれいしゃ

の保
ほ

護
ご

及
およ

び養
よう

護
ご

者
しゃ

に対
たい

する支
し

援
えん

を推進
すいしん

すること。 

〔概要
がいよう

〕関係
かんけい

機関
きかん

による現 状
げんじょう

認識
にんしき

と意見
いけん

交換
こうかん

 

〔実施
じっし

日
び

〕１月
 がつ

30日
にち

 

〔対 象 者
たいしょうしゃ

〕関係
かんけい

機関
きかん

 

〔参加者
さんかしゃ

〕71人
にん

 

〔テーマ〕強度
きょうど

行動
こうどう

障 害
しょうがい

について ～支援
しえん

に困
こま

る前
まえ

にやること、支援
しえん

に困
こま

ってから
でもできること～ 

〔講師
こうし

〕医師
い し

 平山
ひらやま

 哲
てつ

 氏
し

 

〔場所
ばしょ

〕茨木市
いばらきし

役所
やくしょ

南 館
みなみかん

10階
かい

大会議室
だいかいぎしつ

 

3 

支援
しえん

教 育
きょういく

研 修 会
けんしゅうかい

の

実施
じっし

 

〔概要
がいよう

〕支援
しえん

教 育
きょういく

についての理解
りかい

を深
ふか

めるとともに､指導力
しどうりょく

･組織力
そしきりょく

の向 上
こうじょう

を図
はか

る

ため、市内
しない

教 職 員
きょうしょくいん

を対 象
たいしょう

に支援
しえん

教 育
きょういく

研 修
けんしゅう

を実施
じっし

した。 

・研 修 会
けんしゅうかい

(５月
 がつ

～２月
 がつ

に実施
じっし

)計 13 回
けい  かい

 

〔参加者
さんかしゃ

〕計 507 人
けい   にん

 

〔講師
こうし

〕梅花
ばいか

女子
じょし

大学
だいがく

 教 授
きょうじゅ

 伊丹
いたみ

 昌 一
しょういち

 氏
し

 等
とう

 

〔場所
ばしょ

〕茨木市
いばらきし

教 育
きょういく

センター 

4 

人権
じんけん

教 育
きょういく

研 修 会
けんしゅうかい

の

実施
じっし

 

市内
しない

小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

の人権
じんけん

教 育
きょういく

推進
すいしん

に資
し

するため、障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

と学校
がっこう

教 育
きょういく

に

ついて学
まな

ぶ人
じん

権
けん

教
きょう

育
いく

研
けん

修
しゅう

を実施
じっし

した。 

・研 修 会
けんしゅうかい

 ４月
 がつ

26日
にち

 

〔参加者
さんかしゃ

〕18人
にん

 

〔講師
こうし

〕大谷
おおたに

大学
だいがく

 教 授
きょうじゅ

 小田
お だ

 浩
ひろ

伸
のぶ

 氏
し

  

〔場所
ばしょ

〕茨木市
いばらきし

教 育
きょういく

センター 



5 
人権
じんけん

問題
もんだい

研 修
けんしゅう

の実施
じっし

 

〔目的
もくてき

〕豊
ゆた

かな人権
じんけん

感覚
かんかく

が求
もと

められる市
し

職
しょく

員
いん

として､特
とく

に必要
ひつよう

と 考
かんが

えられる人
じん

権
けん

問
もん

題
だい

に関
かん

する本
ほん

質
しつ

的
てき

な認識
にんしき

を深
ふか

め､日 常
にちじょう

においても人権
じんけん

の視点
してん

に立
た

った 職
しょく

務
む

遂
すい

行
こう

に必要
ひつよう

な人権
じんけん

感覚
かんかく

と知識
ちしき

水 準
すいじゅん

の向 上
こうじょう

を図
はか

る｡ 

〔概要
がいよう

〕全 職 員
ぜんしょくいん

を対 象
たいしょう

とした人権
じんけん

問題
もんだい

研 修
けんしゅう

を毎年
まいとし

実施
じっし

し､職 員
しょくいん

は 4年
ねん

に 1回
かい

､

興味
きょうみ

あるテーマの研 修
けんしゅう

を受講
じゅこう

している｡特
とく

に近年
きんねん

は､高齢者
こうれいしゃ

･子ども
こ ど も

の人権
じんけん

､パワー

ハラスメント､男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

の構築
こうちく

､自殺
じさつ

問題
もんだい

等
など

､できる限
かぎ

り研
けん

修
しゅう

内
ない

容
よう

の

選択肢
せんたくし

を広
ひろ

げ､各
かく

職
しょく

員
いん

自
みずか

らの自己
じ こ

啓発
けいはつ

意欲
いよく

向 上
こうじょう

に資
し

することができるよう工夫
くふう

を

凝
こ

らしている｡ 

〔実施
じっし

月
づき

〕１月
 がつ

10日
にち

～２月
 がつ

５日
 にち

(計８回
けい かい

) 

〔対 象 者
たいしょうしゃ

〕全 職 員
ぜんしょくいん

 

〔参加者
さんかしゃ

〕407人
にん

 

〔テーマ(講師
こ う し

)〕 

①部落
ぶらく

問題
もんだい

のとらえ方
かた

と今
いま

の課題
かだい

（一般
いっぱん

財団
ざいだん

法人
ほうじん

大阪府
おおさかふ

人権
じんけん

協 会
きょうかい

 村井
むらい

茂
しげる

氏
し

）②子
こ

どもの人権
じんけん

(特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

山科
やましな

醍醐
だいご

こどものひろば 村井
むらい

琢
たく

哉
や

氏
し

)③パワーハラ

スメントの防止
ぼうし

について（人事院
じんじいん

公務員
こうむいん

研 修 所
けんしゅうじょ

 高嶋
たかしま

直人
なおひと

氏
し

）④ L G B T
えるじーびーてぃ

を知
し

る

( N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

QWRC
くぉーく

 近藤
こんどう

由香
ゆ か

氏
し

)⑤視覚
しかく

障 害
しょうがい

への理解
りかい

を深
ふか

める(茨木市
いばらきし

視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協 会
きょうかい

 宮 林
みやばやし

幸子
さちこ

氏
し

)⑥高齢
こうれい

社会
しゃかい

を 考
かんが

える（公益
こうえき

社団
しゃだん

法人
ほうじん

長 寿
ちょうじゅ

社会
しゃかい

文化
ぶんか

協 会
きょうかい

 

桑山
くわやま

信子
のぶこ

氏
し

）⑦自殺
じさつ

防止
ぼうし

のために(一般
いっぱん

財団
ざいだん

法人
ほうじん

大阪府
おおさかふ

人権
じんけん

協 会
きょうかい

 澤井
さわい

登
と

志
し

氏
し

)⑧

多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

 日本
にほん

で暮
く

らす外
がい

国
こく

人
じん

の人権
じんけん

(RINK
り ん く

すべての外国人
がいこくじん

労働者
ろうどうしゃ

とその家族
かぞく

の

人権
じんけん

を守
まも

る関
かん

西
さい

ネットワーク早崎
はやさき

直美
なおみ

氏
し

） 

〔場所
ばしょ

〕市
し

役所
やくしょ

 

6 

障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

推進
すいしん

研 修
けんしゅう

の実施
じっし

 

〔目的
もくてき

〕障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

の内容
ないよう

の理解
りかい

を深
ふか

め、行 政
ぎょうせい

に求
もと

められる合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

等
とう

について学 習
がくしゅう

し、知識
ちしき

・技能
ぎのう

の向 上
こうじょう

を図
はか

る。 

〔概要
がいよう

〕障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

で求
もと

められることや合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

についての講義
こうぎ

 

〔実施
じっし

日
び

〕①10月
がつ

２日
 にち

②11月
がつ

19日
にち

 

〔対 象 者
たいしょうしゃ

〕①新規
しんき

採用
さいよう

職 員
しょくいん

②新任
しんにん

課 長 級
かちょうきゅう

職 員
しょくいん

、新任
しんにん

係 長 級
かかりちょうきゅう

職 員
しょくいん

等
とう

 

〔参加者
さんかしゃ

〕①47人
にん

②44人
にん

 

〔テーマ〕①障 害 者
しょうがいしゃ

理解
りかい

について②障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

で求
もと

められること・合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

について、障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

施行後
し こ う ご

の各地
かくち

の動向
どうこう

と展開
てんかい

について 

〔講師
こうし

〕①社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

ぽぽんがぽん施設
しせつ

長
ちょう

 水野
みずの

 昌和
まさかず

氏
し

②特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

障 害 者
しょうがいしゃ

インターナショナル日本
にほん

会議
かいぎ

副議長
ふくぎちょう

 尾上
おのうえ

 浩二
こうじ

氏
し

 

〔場所
ばしょ

〕①市民
しみん

体育館
たいいくかん

②市
し

役所
やくしょ

 



7 

新規
しんき

採用
さいよう

予定
よてい

職 員
しょくいん

の

事前
じぜん

研 修
けんしゅう

の

実施
じっし

 

〔目的
もくてき

〕人権
じんけん

問題
もんだい

を正
ただ

しく理
り

解
かい

し､民主的
みんしゅてき

な社会
しゃかい

の実現
じつげん

のために努力
どりょく

する自覚
じかく

と

責任感
せきにんかん

の涵養
かんよう

を図
はか

る｡ 

〔概要
がいよう

〕障 害 者
しょうがいしゃ

､男女
だんじょ

共 生
きょうせい

､在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

､同和
どうわ

問題
もんだい

など様々
さまざま

な人権
じんけん

問題
もんだい

の現 状
げんじょう

を

知
し

り､それらの課題
かだい

を自分
じぶん

の身
み

の周
まわ

りのものへと引
ひ

き寄
よ

せて 考
かんが

えることによって､

人権
じんけん

問題
もんだい

を正
ただ

しく理
り

解
かい

するとともに､身近
みぢか

なものとする感覚
かんかく

を 養
やしな

い､市
し

職 員
しょくいん

として

必要
ひつよう

な人権
じんけん

知識
ちしき

･感覚
かんかく

の涵養
かんよう

を図
はか

る｡
。

 

 

新規
しんき

採用
さいよう

職 員
しょくいん

研 修
けんしゅう

 

〔実施
じっし

日
び

〕4月
がつ

5日
にち

 

〔対 象 者
たいしょうしゃ

〕新規
しんき

採用
さいよう

職 員
しょくいん

 

〔参加者
さんかしゃ

〕49人
にん

 

〔テーマ〕人権
じんけん

問題
もんだい

研 修
けんしゅう

 

〔講師
こうし

〕人権
じんけん

･男女
だんじょ

共生課
きょうせいか

職 員
しょくいん

 

〔場所
ばしょ

〕竜 王
りゅうおう

山荘
さんそう

 

啓発
けいはつ

６件
けん

 

1 

障 害 者
しょうがいしゃ

の

手
て

づくり作
さく

品
ひん

展
てん

示
じ

会
かい

の

開催
かいさい

 

障 害 者
しょうがいしゃ

週 間
しゅうかん

にあわせて､障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

による自主
じしゅ

製品
せいひん

の展
てん

示
じ

及
およ

び販
はん

売
ばい

を 行
おこな

うことにより､
、

障 害 者
しょうがいしゃ

問題
もんだい

への理解
りかい

をはかるとともに､障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の売上
うりあげ

向 上
こうじょう

に寄与
き よ

する。 

〔実施
じっし

日
び

〕①11月
がつ

26日
にち

～12月
がつ

1日
にち

(展示
てんじ

のみ)、②12月
がつ

3日
にち

～12月
がつ

6日
にち

(展示
てんじ

販売
はんばい

) 

〔参加者
さんかしゃ

〕①1,222人
にん

、②389人
にん

 

〔場所
ばしょ

〕①中 央
ちゅうおう

図書館
としょかん

、②市
し

役所
やくしょ

 

2 

市
し

登録
とうろく

業 者
ぎょうしゃ

への

人権
じんけん

啓発
けいはつ

推進
すいしん

 

〔目的
もくてき

〕雇用
こよう

や職場
しょくば

環 境
かんきょう

に関
かん

する啓
けい

発
はつ

を 行
おこな

い、理解
りかい

を深
ふか

める。 

〔概要
がいよう

〕６月
 がつ

は 就 職
しゅうしょく

差別
さべつ

、９月
 がつ

は障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

、10月
がつ

は高年齢者
こうねんれいしゃ

雇用
こよう

と 働
はたら

きやす

い 職
しょく

場
ば

づくりをテーマにしたリーフレットを作成
さくせい

し、市内
しない

事業所
じぎょうしょ

(約
やく

1,100事業所
じぎょうしょ

)

へ送付
そうふ

した。 

また、職場
しょくば

における人権
じんけん

問題
もんだい

、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の推進
すいしん

、働
はたら

きやすい 職
しょく

場
ば

づくりをテー

マにしたセミナーを開催
かいさい

した。 

〔実施
じっし

日
び

〕①人権
じんけん

問題
もんだい

企業
きぎょう

研 修
けんしゅう

６月
 がつ

25日
にち

②障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

支援
しえん

セミナー９月
 がつ

26日
にち

③ 働
はたら

きやすい 職
しょく

場
ば

づくりセミナー１2月
  が つ

13日
にち

 

〔参加者
さんかしゃ

〕①28人
にん

②48人
にん

③87人
にん

 

〔場所
ばしょ

〕①茨木市
いばらきし

福祉
ふくし

文化
ぶんか

会館
かいかん

303号室
ごうしつ

②ハローワーク茨木
いばらき

会議室
かいぎしつ

③茨木
いばらき

市立
しりつ

男女
だんじょ

共 生
きょうせい

センターローズＷＡＭ
わ む

ワムホール 

3 
懸垂幕
けんすいまく

の

掲 出
けいしゅつ

 

障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

する啓
けい

発
はつ

 

｢12月
がつ

3日
にち

～9日
にち

は障 害 者
しょうがいしゃ

週 間
しゅうかん

“共
とも

に生
い

きる社
しゃ

会
かい

をめざして"｣ 



4 
事業
じぎょう

主
ぬし

への

啓発
けいはつ

推進
すいしん

 

〔目的
もくてき

〕雇用
こよう

や職場
しょくば

環 境
かんきょう

に関
かん

する啓
けい

発
はつ

を 行
おこな

い、理解
りかい

を深
ふか

める。 

〔概要
がいよう

〕６月
 がつ

は 就 職
しゅうしょく

差別
さべつ

、９月
 がつ

は障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

、10月
がつ

は高年齢者
こうねんれいしゃ

雇用
こよう

と 働
はたら

きやす

い 職
しょく

場
ば

づくりをテーマにしたリーフレットを作成
さくせい

し、市内
しない

事業所
じぎょうしょ

(約
やく

1,100事業所
じぎょうしょ

)

へ送付
そうふ

した。 

また、職場
しょくば

における人権
じんけん

問題
もんだい

、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の推進
すいしん

、働
はたら

きやすい 職
しょく

場
ば

づくりをテー

マにしたセミナーを開催
かいさい

した。 

〔実施
じっし

日
び

〕①人権
じんけん

問題
もんだい

企業
きぎょう

研 修
けんしゅう

６月
 がつ

25日
にち

②障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

支援
しえん

セミナー９月
 がつ

26日
にち

③ 働
はたら

きやすい 職
しょく

場
ば

づくりセミナー１2月
  が つ

13日
にち

 

〔参加者
さんかしゃ

〕①28人
にん

②48人
にん

③87人
にん

 

〔場所
ばしょ

〕①茨木市
いばらきし

福祉
ふくし

文化
ぶんか

会館
かいかん

303号室
ごうしつ

②ハローワーク茨木
いばらき

会議室
かいぎしつ

③茨木
いばらき

市立
しりつ

男女
だんじょ

共 生
きょうせい

センターローズＷＡＭ
わ む

ワムホール 

5 

茨木市
いばらきし

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

街頭
がいとう

啓発
けいはつ

キャン
ペーン 

〔目的
もくてき

〕児童
じどう

、女性
じょせい

、障 害 者
しょうがいしゃ

、高齢者
こうれいしゃ

への虐 待
ぎゃくたい

･暴 力
ぼうりょく

の根絶
こんぜつ

に向
む

けて市
し

民
みん

の気
き

づ

きや理解
りかい

の促進
そくしん

を図
はか

るとともに、相談
そうだん

窓口
まどぐち

の周知
しゅうち

と通報
つうほう

の 協 力
きょうりょく

を得
え

る。 

〔概要
がいよう

〕｢虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

啓発
けいはつ

チラシ｣や｢啓発
けいはつ

グッズ｣合計
ごうけい

4,000個
こ

を茨木市
いばらきし

、茨木市
いばらきし

要保護
よ う ほ ご

児童
じどう

対策
たいさく

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

、茨木市
いばらきし

D V
でぃーぶい

防止ネットワーク連絡会
れんらくかい

、障 害 者
しょうがいしゃ

･高齢者
こうれいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

ネットワーク連絡会
れんらくかい

とともに配布
はいふ

 

〔実施
じっし

日
び

〕11月
がつ

１日
  にち

 

〔場所
ばしょ

〕阪
はん

急茨木市駅前
きゅういばらきしえきまえ

、Ｊ Ｒ
じぇいあーる

茨木駅前
いばらきえきまえ

 

〔参加者
さんかしゃ

〕58人
にん

 

6 

障 害 者
しょうがいしゃ

社会
しゃかい

参加
さんか

・

障 害
しょうがい

理解
りかい

促進
そくしん

事業
じぎょう

 

市内
しない

障 害 者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

が実施
じっし

する社会
しゃかい

見学
けんがく

、外 出
がいしゅつ

等
とう

の事
じ

業
ぎょう

及
およ

び市
し

内
ない

で実施
じっし

する障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の啓発
けいはつ

、障 害 者
しょうがいしゃ

と市民
しみん

の交 流
こうりゅう

を深
ふか

める 行
ぎょう

事
じ

や研 修 会
けんしゅうかい

の開催
かいさい

等
とう

の事業
じぎょう

を

対 象
たいしょう

に補助
ほじょ

を実施
じっし

し、障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の向 上
こうじょう

をめざす｡ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

講座
こ う ざ

７件
けん

 

1 

点字
てんじ

講 習 会
こうしゅうかい

の

開催
かいさい

 

視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

を対 象
たいしょう

に点字
てんじ

の習 得
しゅうとく

、活用
かつよう

を目的
もくてき

とする講 習 会
こうしゅうかい

(中途
ちゅうと

失明者
しつめいしゃ

コース)

を開催
かいさい

した。 

〔実施
じ っ し

月
づき

〕4月
がつ

～3月
がつ

､全 21 回
ぜん  かい

 

〔対 象 者
たいしょうしゃ

〕市民
しみん

 

〔参加者
さんかしゃ

〕６人
 にん

 

〔講師
こうし

〕茨木市
いばらぎし

視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協 会
きょうかい

 

〔場所
ばしょ

〕障 害
しょうがい

福祉
ふくし

センターハートフル 

2 

要約
ようやく

筆記
ひっき

講 習 会
こうしゅうかい

の

開催
かいさい

（手書き
て が き

） 

要約
ようやく

筆記
ひっき

の基礎
き そ

技術
ぎじゅつ

を学
まな

び､聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

のコミュニケーション支援
しえん

を 行
おこな

う要
よう

約
やく

筆
ひっ

記
き

について啓発
けいはつ

する講 習 会
こうしゅうかい

を開催
かいさい

した。 

〔実施
じっし

月
づき

〕４月
 がつ

～12月
がつ

､全 5 回
ぜん かい

 

〔対 象 者
たいしょうしゃ

〕市民
しみん

 

〔参加者
さんかしゃ

〕16人
にん

 

〔講師
こうし

〕茨木
いばらき

手話
しゅわ

サークルのばら 

〔場所
ばしょ

〕障 害
しょうがい

福祉
ふくし

センターハートフル 

3 

要約
ようやく

筆記
ひっき

講 習 会
こうしゅうかい

の

開催
かいさい

（パソコ
ン） 

要約
ようやく

筆記
ひっき

の基礎
き そ

技術
ぎじゅつ

を学び
まな  

､聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

のコミュニケーション支援
しえん

を行 う
おこな  

要約
ようやく

筆記
ひっき

について啓発
けいはつ

する講 習 会
こうしゅうかい

を開催
かいさい

した。 

〔実施
じっし

月
づき

〕4月
がつ

～11月
がつ

、全４回
ぜん かい

 

〔対 象 者
たいしょうしゃ

〕市民
しみん

 

〔参加者
さんかしゃ

〕24人
にん

 

〔講師
こうし

〕茨木
いばらき

パソコン要約
ようやく

筆記
ひっき

モック 

〔場所
ばしょ

〕障 害
しょうがい

福祉
ふくし

センターハートフル 

4 

手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

ステップア

ップ講座
こうざ

の

開催
かいさい

 

手話
しゅわ

通訳
つうやく

について学び
まな  

､登録
とうろく

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

として茨木市
いばらきし

で活動
かつどう

できる手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

を

養成
ようせい

する講 習 会
こうしゅうかい

を開催
かいさい

した。 

〔実施
じっし

月
づき

〕5月
がつ

～11月
がつ

､ 週
しゅう

1回
かい

､全 26 回
ぜん  かい

×2 

〔対 象 者
たいしょうしゃ

〕手話
しゅわ

で日 常
にちじょう

会話
かいわ

が可能
かのう

で､手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

をめざす市民
しみん

 

〔参加者
さんかしゃ

〕24人
にん

 

〔講師
こうし

〕茨木市
いばらぎし

聴 力
ちょうりょく

障 害 者
しょうがいしゃ

協 会
きょうかい

 

〔場所
ばしょ

〕障 害
しょうがい

福祉
ふくし

センターハートフル 



5 

手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

講座
こうざ

の

開催
かいさい

 

聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

のコミュニケーションの円滑化
えんかつか

を図る
はか  

ため、手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

を養成
ようせい

する

講 習 会
こうしゅうかい

を開催
かいさい

した。 

〔実施
じっし

月
づき

〕５月
 がつ

～３月
 がつ

､ 週
しゅう

1回
かい

､全 40 回
ぜん  かい

×2 

〔対 象 者
たいしょうしゃ

〕市民
しみん

 

〔参加者
さんかしゃ

〕47人
にん

 

〔テーマ〕手話
しゅわ

の基本的
きほんてき

技術
ぎじゅつ

､聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

 

〔講師
こうし

〕茨木市
いばらぎし

聴 力
ちょうりょく

障 害 者
しょうがいしゃ

協 会
きょうかい

 

〔場所
ばしょ

〕障 害
しょうがい

福祉
ふくし

センターハートフル 

6 

音訳
おんやく

講 習 会
こうしゅうかい

の

開催
かいさい

 

視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

のコミュニケーション支援
しえん

のため､音訳
おんやく

ができる人材
じんざい

を養成
ようせい

する

講 習 会
こうしゅうかい

を開催
かいさい

した。 

〔実施
じっし

月
づき

〕9月
がつ

～10月
がつ

( 週
しゅう

1回
かい

)､全 6 回
ぜん かい

 

〔対 象 者
たいしょうしゃ

〕市民
しみん

 

〔参加者
さんかしゃ

〕5名
めい

 

〔テーマ〕音訳
おんやく

の基礎
き そ

技術
ぎじゅつ

 

〔講師
こうし

〕リーディングサービス N
えぬ

 

〔場所
ばしょ

〕障 害
しょうがい

福祉
ふくし

センターハートフル 

7 

音訳
おんやく

・点訳
てんやく

ボランティ

アの養成
ようせい

講座
こうざ

の開催
かいさい

 

活字
かつじ

による読書
どくしょ

が困難
こんなん

な市民
しみん

に録音
ろくおん

図書
としょ

を提 供
ていきょう

するために下記
か き

講 習 会
こうしゅうかい

を開催
かいさい

し
た。 

音訳
おんやく

ボランティア入 門
にゅうもん

講 習 会
こうしゅうかい

 

〔開催
かいさい

月
つき

〕５月
 がつ

～７月
 がつ

（全 11 回
ぜん  かい

） 

〔参加者数
さんかしゃすう

〕10人
にん

 

〔講師
こうし

〕日本
にほん

ライトハウス情 報
じょうほう

文化
ぶんか

センター 録音
ろくおん

製作
せいさく

指導員
しどういん

 北川
きたがわ

 温子
あつこ

氏
し

 

〔場所
ばしょ

〕中 央
ちゅうおう

図書館
としょかん

 

音訳
おんやく

ボランティア技術
ぎじゅつ

研 修
けんしゅう

講 習 会
こうしゅうかい

 

〔開催
かいさい

月
つき

〕５月
 がつ

～１月
 がつ

（全５回
ぜん かい

） 

〔参加者数
さんかしゃすう

〕31人
にん

 

〔講師
こうし

〕日本
にほん

ライトハウス情 報
じょうほう

文化
ぶんか

センター 録音
ろくおん

製作
せいさく

指導員
しどういん

 北川
きたがわ

 温子
あつこ

氏
し

 

〔場所
ばしょ

〕中 央
ちゅうおう

図書館
としょかん

 

 


